
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
１
ｌ
Ｆ
Ｉ
、
０
Ｊ
■
、
ｊ
ｌ
ｌ
ｆ
、
Ｊ
１
０
ｆ
ｌ
ｆ
、
〃
１
１
く
ｊ
ｆ
ｌ
ｆ
１
Ｊ
Ｉ
１
Ｊ
１
ノ
、
ｑ
〃
Ｉ
、
Ｊ
ｑ
１
Ｊ
、
ｉ
ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
１
ｉ
、
Ｊ

一
矢
数
医
史
学
賞
に
つ
い
て
一

Ｉ
ｊ
Ｉ
１
ｆ
、
ノ
、
０
ｆ
ｔ
ノ
ー
１
ｒ
ｌ
１
Ｊ
Ｊ
１
１
Ｊ
■
、
〃
Ｉ
、
／
、
ノ
、
ｊ
ｌ
１
ｒ
、
Ｊ
１
ノ
ー
、
ｌ
、
ｆ
ｌ
ｌ
Ｊ
、
／
、
Ｊ
４
Ｊ
Ｉ
１
Ｊ

第
二
回
矢
数
医
史
学
賞
推
薦
に
つ
い
て

左
記
の
「
矢
数
医
史
学
賞
規
定
」
「
矢
数
医
史
学
賞
公
募
規
定
」
を
ご
参

照
の
う
え
、
本
賞
候
補
者
を
ご
推
薦
下
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
な

お
「
推
薦
書
」
ご
希
望
の
方
は
左
記
選
考
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

一
第
一
回
矢
数
医
史
学
賞
一

当
学
会
内
の
矢
数
基
金
（
基
金
寄
贈
者
・
矢
数
道
明
氏
）
を
も
と
に
設
け

ら
れ
た
「
矢
数
医
史
学
賞
」
の
第
一
回
受
賞
対
象
を
左
記
の
よ
う
に
決
定

し
、
去
る
五
月
十
四
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
第
九
○
回
通
常
総
会
（
態
本
）

に
お
い
て
授
賞
式
を
行
い
ま
し
た
。

一
一

一
題
目
『
明
治
期
に
お
け
る
脚
気
の
歴
史
」

一
受
賞
者
山
下
政
三
氏

日
本
医
史
学
会
（
以
下
、
学
会
と
記
す
）
に
矢
数
道
明
氏
よ
り
寄
贈
さ

れ
た
基
金
に
よ
り
「
矢
数
医
史
学
賞
」
を
設
定
す
る
。

賞
は
医
史
学
研
究
の
優
れ
た
業
績
に
対
し
て
授
与
す
る
も
の
と
す
る
。

授
賞
は
各
年
度
ご
と
に
一
件
と
す
る
。

受
賞
者
に
は
副
賞
十
五
万
円
を
贈
る
。

矢
数
医
史
学
賞
規
定

記

三
応
募
論
文
に
つ
い
て
、
学
会
会
員
の
内
よ
り
学
会
理
事
会
が
選
任
し
た

選
考
委
員
会
で
合
議
の
う
え
、
受
賞
者
を
決
定
す
る
。

四
基
金
寄
贈
者
の
意
志
を
尊
重
し
、
基
金
は
特
別
会
計
と
し
て
独
立
に
管

理
・
運
用
す
る
。

五
授
賞
の
対
象
は
単
行
本
、
各
種
刊
行
物
掲
載
の
論
文
等
（
以
下
、
論
文

等
と
記
す
）
と
し
、
授
賞
前
年
の
十
二
月
三
十
一
日
よ
り
遡
っ
て
二
年

以
内
に
公
刊
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

な
お
刊
行
物
の
奥
付
け
日
を
も
っ
て
公
刊
の
日
と
す
る
。

六
授
賞
対
象
論
文
は
公
募
と
し
、
自
薦
・
他
薦
を
問
わ
な
い
。

公
募
の
方
法
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

七
被
推
薦
者
は
学
会
会
員
に
限
る
。
た
だ
し
推
薦
者
は
必
ず
し
も
学
会
会

員
で
あ
る
必
要
は
な
い
。

八
授
賞
は
当
該
年
度
の
学
会
総
会
で
行
な
う
。

（
付
則
）

一
こ
の
規
定
は
昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
実
施
す
る
。

一

日
本
医
史
学
会
会
員
お
よ
び
関
連
学
会
（
左
記
）
へ
関
係
書
類
を
郵
送

す
る
。

①
日
本
医
史
学
会
会
員
に
は
「
日
本
医
史
学
会
会
報
」
の
発
送
時
に
同

封
す
る
。

③
同
時
に
左
記
学
会
に
発
送
す
る
。

（
ご
日
本
医
学
会

（
二
）
日
本
東
洋
医
学
会

矢
数
医
史
学
賞
公
募
規
定
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（
六
）
日
本
化
学
史
学
会

（
七
）
日
蘭
学
会

（
八
）
そ
の
他

二
推
薦
書
は
様
式
一
（
略
）
に
定
め
る
書
類
を
使
用
す
る
。

三
推
薦
書
に
は
推
薦
対
象
の
別
刷
論
文
（
コ
ピ
ー
可
）
も
し
く
は
著
書
を

一
部
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

添
付
書
に
つ
い
て
は
返
却
し
な
い
。

四
推
薦
害
の
締
切
は
毎
年
一
月
三
十
一
日
と
す
る
。

締
切
日
一
九
九
○
年
（
平
成
二
年
）
一
月
三
十
一
日

日
本
医
史
学
会
「
矢
数
医
史
学
賞
」
選
考
委
員
会

〒
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
１
－
，
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

三
（
〈
三
）
三
二
（
内
壹
圀
）

三
穴
三
）
壹
空
（
直
通
）

〔
追
記
〕
第
一
回
矢
数
医
史
学
賞
公
募
に
際
し
ま
し
て
は
、
関
連
学
会
以
外
に

も
広
く
推
薦
書
類
を
お
送
り
致
し
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
は
「
矢
数
医
史
学

賞
公
募
規
定
」
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
関
連
学
会
に
の
象
推
薦
書
類
を
送
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
お
よ
び
そ
の
他
の
関
連
学
会
（
関
連
団
体
）
に

は
、
推
薦
書
類
郵
送
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
お
送
り
致
し
ま
す
の
で
、
日
本
医

史
学
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（
三
）
日
本
歯
科
医
史
学
会

（
四
）
日
本
薬
史
学
会

（
五
）
日
本
科
学
史
学
会

「
日
本
医
学
会
だ
よ
り
」

第
一
号
（
一
九
八
九
年
四
月
）
の
発
行
に
つ
い
て

日
本
医
学
会
は
、
一
九
○
二
年
、
日
本
医
学
会
総
会
を
開
催
す
る
た
め
、

一
六
の
医
学
会
の
連
合
体
と
し
て
発
足
し
た
。
現
在
で
は
、
八
五
の
分
科
会

を
持
ち
、
四
年
毎
の
日
本
医
学
会
総
会
の
み
な
ら
ず
、
常
時
活
動
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
そ
の
記
録
の
刊
行
、
医
学
用
語
管
理
、
研
究
教
育

上
の
諸
問
題
や
学
会
間
の
情
報
交
換
の
た
め
努
力
を
続
け
て
い
る
．
分
科
会

の
会
員
総
数
は
、
延
べ
三
十
五
万
人
を
こ
え
て
い
る
。

今
後
の
日
本
医
学
会
は
、
分
科
会
会
員
全
体
の
意
志
の
許
に
、
さ
ら
に
有

意
義
な
活
動
を
す
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
分
科
会
会
員
諸
氏
の
深
い
理

解
を
必
要
と
し
て
い
る
。
今
後
、
定
期
的
に
日
本
医
学
会
だ
よ
り
を
発
行
し

て
、
情
報
の
公
開
に
努
め
る
こ
と
に
し
た
。
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
。

（
日
本
医
学
会
長
太
田
邦
夫
）

一
日
本
医
学
会
の
役
員
構
成
（
一
九
八
八
’
八
九
年
度
）

会
長
・
副
会
長
は
二
年
任
期
で
、
隔
年
の
定
例
評
議
員
会
に
お
い
て
改
選

さ
れ
る
。
幹
事
は
、
四
年
任
期
で
、
評
議
員
会
の
部
会
か
ら
選
出
さ
れ
る

他
、
会
長
の
委
嘱
に
よ
る
。
会
長
（
太
田
邦
夫
）
、
副
会
長
三
（
阿
部
正
和
．

森
亘
・
小
泉
明
）
、
お
よ
び
幹
事
一
五
（
伊
藤
良
雄
・
大
越
正
秋
．

日
本
医
学
会
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